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※新型コロナウイルス感染症の影響により、各種行事は中止・延期の場合があります。変更などは町ホームページでお知らせします。※新型コロナウイルス感染症の影響により、各種行事は中止・延期の場合があります。変更などは町ホームページでお知らせします。

9がつ としょかん通信
▷問合せ　図書館　（☎ 766 − 3238）

日
生
図
書
室

開室日　　日曜日＝6・13・20・27日
　　　　　水曜日＝2・　9 ・16・30日
　　　　　金曜日＝4・11・18・25日
　　　　　土曜日＝5・12・19・26日
開室時間　午前10時～午後５時
　　　　　※土曜日は午後０時30分まで                                                   

▷休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は
翌日）、館内整理日3日（木）
▷開館時間　午前10時～午後6時
▷展示　「正しく知ろう！認知症～ 9月21日は
世界アルツハイマーデー～」4 ～ 30日
※9月の子ども向け行事は、新型コロナウイル
ス感染症の影響により中止します。館内での長
時間の滞在は避けてご利用ください。

 

ワタナベさん
北村 直子／作　偕成社

　ワタナベさんは鍋ひとつで料理をつくる名
人。おでん、ちゃんこ、ロールキャベツと、

何でも目の前で作ってくれま
す。ところが、ある時リクエス
トされたのはナポリタン。鍋一
つでどうやって作ろう…？ワタ
ナベさんの料理が食べてみたく
なる、ほっこりする絵本。同じ
著者の「オオイシさん」もお
すすめ。【幼児～・32 ページ】　

ぼくとおおはしくん
くせさなえ／作　講談社

　夏休みの公園でカメをみつけた時、ぼく
は 1 つ年上のおおはしくんと
出会いました。頼りになるお
おはしくんと、2 人で橋の下
に基地をつくったり、カメに
名前をつけたりと、わくわく
する毎日。ところが、ある日
カメがいなくなって…。さわ
やかな友情のおはなし。【低
学年～・32 ページ】

伝説のエンドーくん
まはら三桃／著　小学館

　まもなく創立 100 周年を迎える市立緑山中
学校で、代々語り継がれる伝説のヒーロー「エ
ンドーくん」。校内にはエンドーくんにまつわ
るさまざまな落書きが残っていま
す。それぞれの落書きの言葉に後
押しされるように、生徒と向き
合おうと一歩踏み出していく教
師たちの姿を描いた連作短編集。
最後にエンドーくんの正体も明
らかに。【中学生～・270 ページ】

兵庫県の名字
親から子へ伝えたい我が家のルーツ

森岡 浩／著　神戸新聞総合出版センター

　珍名、超難読名など今テレビでも話題の名
字のルーツ。その中で、特に兵庫
県の名字について解説したのが本
書です。阪神など地域別の特徴や
気になる市町別名字のベストテン
も載っています。子ども向けには

「名字ずかん」（ほるぷ出版）も
あるので、自分の名字を探して
みては？【一般・331 ページ】

こんな本いかが？
　9 月 19 日は「苗字の日」。明治３年の
この日から、誰でも名字を名乗ることが
認められました。これにちなんで、名字
にまつわる書名の本などを紹介します。

「瞬」の掲載希望者・団体を随時募集中です。
※詳細は町ホームページ募集情報より
▶申込・問合せ　企画政策課広報戦略室　( ☎ 766 − 8707)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝

　

僕
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
出
会
っ
た
の
は
、

小
学
校
一
年
生
の
こ
ろ
。
友
だ
ち
が
先
に

習
っ
て
い
て
、「
面
白
そ
う
だ
な
」
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

僕
は
身
長
が
高
か
っ
た
の
で
、
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
当
時
か
ら
ス
パ
イ
カ
ー
で
し
た
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
「
つ
な
ぎ
の
ス
ポ
ー
ツ
」
で

す
。
み
ん
な
が
つ
な
い
だ
ボ
ー
ル
を
ス
パ
イ

ク
で
決
め
、
チ
ー
ム
が
勝
っ
た
時
の
楽
し
さ

は
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ら
で
は
」
で
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
得
点
が
小
刻
み
に
入

り
、
１
点
、
ワ
ン
プ
レ
ー
で
試
合
の
流
れ
が

変
わ
っ
た
り
、
展
開
が
非
常
に
速
い
の
も
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
魅
力
で
す
。

　

中
学
に
入
る
と
、
学
校
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
に
入
り
た
か
っ
た
僕
は
、

小
学
校
か
ら
の
友
だ
ち
と
離
れ

離
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
悩

み
ま
し
た
が
、
転
校
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

転
校
先
の
中
学
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

で
は
、
小
学
校
ま
で
と
違
い
「
勝
つ
た
め
」

の
練
習
や
プ
レ
ー
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
全
国
大
会
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
高
校
で
は
、
全
国

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ラ
ー
が
憧
れ
る
『
春
高
』
に

出
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
強
豪
・
市
立

尼
崎
高
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
毎
週
の
よ
う

に
行
わ
れ
る
全
国
の
強
豪
校
と
の
練
習
試

合
な
ど
を
経
験
し
、
目
標
は
「
全
国
に
行
き

た
い
」
か
ら
「
全
国
制
覇
」
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

高
校
３
年
の
時
に
は
、
自
分
が
エ
ー
ス

ア
タ
ッ
カ
ー
と
し
て
春
高
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ベ

ス
ト
８
で
敗
れ
て
し
ま

い
、
目
標
の
全
国
制
覇

に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
こ
で
得
た

経
験
と
自
信
を
活
か

し
て
現
在
は
立
命
館

大
学
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

大
学
は
や
は
り
レ

ベ
ル
が
高
く
、
一
回

生
の
こ
ろ
は
試
合

に
も
出
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
ん
な
時
に
、

高
校
の
後
輩
た
ち

が
僕
た
ち
の
目
標

で
も
あ
っ
た
「
全

国
制
覇
」
を
成
し

遂
げ
た
の
で
す
。

「
俺
も
負
け
ら
れ
な
い
」
と
気
合
い
を
入
れ

直
し
、
練
習
を
続
け
て
い
る
と
、
２
回
生
の

関
西
リ
ー
グ
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
る
こ

と
が
で
き
、
最
終
的
に
は
リ
ー
グ
の
ベ
ス
ト

ス
コ
ア
ラ
ー
賞
（
得
点
王
）
を
獲
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
部
活
も
休
み
に
な
り
、
秋
以

降
の
試
合
も
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
状

況
で
す
。
休
み
の
間
は
、
喪
失
感
で
「
何
を

し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
感

じ
で
し
た
が
、
自
宅
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続

け
、
よ
う
や
く
部
活
も
再
開
か
…
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
２

波
の
恐
れ
も
あ
る
の
で
油
断
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
は
「
大
学
日
本
一
」

を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

井
い の う え

上 大
だ い ち

地さん

松尾台小学校出身
市 立 尼 崎 高 校 → 立 命
館大学

（20 歳・松尾台）
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 ～猪名川町観光ボランティアガイドが案内～

▶町観光ボランティアガイド申込・問合せ　
　企画政策課広報戦略室　( ☎ 766 − 8707)
　※詳細は町ホームページ　

私
の
オ
ス
ス
メ

い
～
な
ご
は
ん

故ふ
る

き
を
温た

ず

ね
て
新
し
き
を
知
る

　
猪
名
川
町
は
南
部
の
「
中
谷
村
」
と
北
部

の
「
六
瀬
村
」
が
合
併
し
て
、
昭
和
30
年
に

誕
生
し
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
に
は
木
津
地
区
に
歴
史
民
俗
資

料
館
「
ふ
る
さ
と
館
」
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
あ
た
り
は
、
奈
良
時
代
に
行ぎ

ょ
う
き基

が

訪
れ
、「
楊や

な
い
づ
い
ん

津
院
」
を
建
て
て
布
教
活
動
な

ど
を
行
っ
た
歴
史
的
に
も
重
要
な
拠
点
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
で
は
、
町
の
文
化
財
の
ほ
か
、

昭
和
中
頃
ま
で
人
々
が
暮
ら
し
の
中
で
実
際

に
使
用
し
た
農
具
や
生
活
道
具
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
へ
と
移

り
ゆ
く
人
々
の
暮
ら
し
の
変
化
を
、
展
示
さ

れ
て
い
る
民
具
や
教
科
書
な
ど
か
ら
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
時
代
は
令
和
に
移
り
、
今

の
子
ど
も
た
ち
に
は
昔
の
道
具
は
ど
う
見
え

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
る
さ
と
館
に
は
、
他
に
も
県

指
定
重
要
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
、
町
内
の
木も

く
じ
き
ぶ
つ

喰
仏
26
躯

の
う
ち
の
一
つ
、「
一い

ち
え
び
す
だ
い
こ
く
て
ん
り
ゅ
う
ぞ
う

戎
大
黒
天
立
像
」
の

実
物
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
喰
仏
は
、

江
戸
時
代
に
諸
国
を
行
脚
し
な
が
ら
仏
像
を

彫
り
、
各
地
に
千
躯
以
上
の
仏
像
を
遺
し
た

「
木も

く
じ
き
み
ょ
う
ま
ん
し
ょ
う
に
ん

喰
明
満
上
人
」
に
よ
る
作
品
で
す
。

町
内
に
遺
さ
れ
た
も
の
は
最
晩
年
の
円
熟
味

の
あ
る
作
品
で
す
。

　

ま
た
、
町
出
身
の
故
・
冨
田 

儀
作
氏
が

明
治
時
代
に
朝
鮮
半
島
へ
渡
り
、
再
興
に
尽

力
し
た
と
い
わ
れ
る
「
高こ

う
ら
い
せ
い
じ

麗
青
磁
」
な
ど
も

展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
町
の
歴
史
に

触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ふ
る
さ
と
館
の
敷
地
内
に
あ
る
芝
生
広
場

は
、
猪
名
川
の
親
水
公

園
と
し
て
子
ど
も
た
ち

に
人
気
の
遊
び
場
で

す
。
お
弁
当
を
食
べ
た

り
、
木
陰
で
読
書
し
た

り
も
で
き
ま
す
。
浅
瀬

の
人
工
水
路
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、

夏
場
は
小
さ
な
子
ど
も

さ
ん
も
安
心
し
て
水
遊

び
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

猪
名
川
の
対
岸
に
は
、

「
孫ま

ご
び
ょ
う
ぶ

屏
風
」
と
呼
ば
れ
る

北
田
原
の
屏
風
岩
を
小
さ

く
し
た
よ
う
な
岩
肌
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
年

を
通
じ
て
四
季
折
々
の
自

然
を
満
喫
で
き
ま
す
の
で
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
も
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
子
ど
も
の
体
験
学
習
や

大
人
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
種
々
の
講
座

を
企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
年
12
月
の「
し

め
縄
づ
く
り
講
習
会
」
は
大
変
人
気
が
あ
り
、

私
も
毎
年
の
よ
う
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ふ
る
さ
と
館
へ
お
気
軽
に
足
を

運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
き
っ
と
猪
名
川
町
の

歴
史
の
魅
力
が
発
見
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

芝生広場から望む孫屏風

× いながわ野菜
道の駅の新鮮

※新型コロナウイルス感染症の影響により、各種行事は中止・延期の場合があります。変更などは町ホームページでお知らせします。

ピーマンの玉子チーズ焼き
（エネルギー 196㎉、食塩相当 0.8 ｇ）

　残暑からくる秋バテ予防に、ピーマンはいか
がでしょうか。免疫力を高める働きがあるビタ
ミン A や抗酸化作用をもつビタミン C をはじ
め、疲労回復に役立つビタミン B 群なども含
みます。また、苦みと青臭さがあり苦手な人も
いるかもしれませんが、苦み成分であるクエ

ルシトリンは油に溶ける性質があり、「油通し」
をすると苦みが低減するといわれています。
　今回は、マヨネーズとチーズのコクで、ピー
マンが苦手な人でも食べやすく、オーブントー
スターで簡単にできる一品をご紹介します。

【材料（4 人分）】
ピーマン 4 個、卵 4 個、マヨネーズ 大さじ 4、
ピザ用チーズ 50g

【作り方】
①ピーマンは縦半分に切って、ヘタと種を取
り除く。
②卵は茹でて、殻をむき、フォークなどで荒
くつぶし、マヨネーズで和える。
③❶のピーマンに❷を詰め、チーズをのせ
て、オーブントースターで 7 ～ 8 分焼く。
ピーマンのパリっとした食感が特徴ですが、
軟らかい方がお好みであれば、電子レンジ

（600w）で約 1 分加熱してから卵を詰めて
ください。
▷問合せ　保健センター（☎ 766 − 1000）

　ピーマンはトウガラシの一種で、呼び名は
フランス語の「pimento（ピマン）＝トウガラ
シ」が由来とされています。
　ピーマンに含まれるビタミンは加熱調理して
も栄養価が消失しにくいのが特徴で、加熱する
ことで匂いや苦味がやわらぎ、カロテンの吸収
率もアップします。どんな料理でも栄養バラン
スよく食べられる野菜です。

【選び方】
　ヘタの緑が鮮やかで切り口がみずみずし
く黒く変色していないものが新鮮な証拠で
す。果皮の表面がツヤツヤしてハリがあり、
肉厚なものを選びましょう。

【保存方法】
　ピーマンは水気に弱いので、ていねいに拭
きポリ袋に入れて密封し、冷蔵庫の野菜室に
入れましょう。まとめて保存する場合は、1
個でも傷んでくると他に伝染してしまいます
ので、傷んだ部分は捨て、早めに使うように
しましょう。また、使いかけのものは、傷み
やすいヘタと種を取り除き、ラップに包んで
冷蔵庫で保存し、2～3日で使い切りましょう。

9 月の主な出荷野菜　なす・ピーマン・生
しいたけ・オクラ・栗・南瓜・さつまいも・
ぶどう・万願寺とうがらし・ツルムラサキ・
みょうが　など

《9 月のイベント》収穫祭　
▷とき　9月27日（日）10:00 ～
▷内容　新米の販売、栗の販売、十割そば手
打ち実演・販売、刃物研ぎ・販売、海産物の
販売　など
▷問合せ　道の駅いながわ（☎767 ー 8600）

武
た け だ

田 勝
か つ よ し

義さん

今月の担当ガイド

 ピーマン
（道の駅での入荷時期　
7月上旬～10月下旬ごろ）

今月のピックアップ野菜

道の駅
いながわ

至丹波篠山市

至川西市

猪名川

至三田市

スポーツ
センター

楊津
小学校

県
道
川
西
篠
山
線

Ｎ

ふるさと館

生活道具などの展示

一戎大黒天立像

ふるさと館
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